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第
七
十
二
号
議
案 

 
 

 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
三
条
第
十
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。 

 

二 

そ
の
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

イ 

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に

相
当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に

規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の 

ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り

就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相

当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導

基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規

定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の 

 

第
十
三
条
第
十
一
項
第
五
号
中
「
公
共
職
業
安
定
所
の
」
を
「
公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定

法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る

職
業
紹
介
事
業
者
の
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
十
三
条
第
十
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
八
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八
条
ま
で
及
び

附
則
第
五
条
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事

が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法

第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
」
と
あ
る 

「
ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に 

ハ 

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
内 

よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相

に
居
住
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し

当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準

て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を

45 
の
は 
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に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職 

行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 
 

 

附 
則 

 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
第
十
一
項
第
五
号
の
改
正

規
定
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
次
項
及
び
附
則
第
四
項
に

お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
十
項
及
び
附
則
第
四
十
五
項
の
規
定
は
、
平
成

二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

３ 

新
条
例
第
十
三
条
第
十
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
新
条
例
附
則
第
四
十
五
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
退
職
職
員
（
退
職
し
た
職
員

の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
か
ら
同
項
に
規

定
す
る
待
期
日
数
を
減
じ
た
日
数
分
の
同
項
の
退
職
手
当
又
は
同
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
雇
用

保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に

係
る
同
号
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
同
条
第
三
項
の
退
職
手
当
の
支

給
を
受
け
終
わ
っ
た
日
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

４ 

退
職
職
員
で
あ
っ
て
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十

四
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
職
業
安
定
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る

特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
改
正
後
職
業
安
定
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者

の
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
も
の
に
対
す
る
新
条
例
第
十
三
条
第
十
一
項
（
第
五
号
に
係
る

部
分
に
限
り
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
当
該
退
職
職
員
が
当
該
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
日
が
附
則
第

一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 

  

と
す
る
。 
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提 

案 

理 

由 

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
に
準
じ
て
失
業
者
の
退
職
手
当
の
給
付
内

容
等
を
改
正
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
七
十
三
号
議
案 

 
 

 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
三
号
ロ
中
「
日
」
の
下
に
「
（
第
二
条
の
三
及
び
第
二
条
の
四
に
お
い
て
「
一
歳
六

か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
二
歳
に
達
す
る
日
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
の
三
第
三
号
中
「
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
」
を
「
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
」

に
改
め
る
。 

 

第
二
条
の
四
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例
で
定
め
る
場
合
） 

第
二
条
の
四 

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例
で
定

め
る
場
合
は
、
非
常
勤
職
員
（
当
該
非
常
勤
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
育
児
休
業
に
係
る
子
の

一
歳
六
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
子
の
一

歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
当
該
子
の
一
歳
六
か

月
到
達
日
の
翌
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
と
す

る
。 

 

第
三
条
第
六
号
中
「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業

に
係
る
子
が
二
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
七
十
四
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

二
十
四
条
第
一
項
中
「
百
分
の
四
」
の
下
に
「
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
地
方
自
治
法
第

二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
二
）
」
を

加
え
る
。 

第
二
十
五
条
の
二
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
納
税
義
務
者
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、
当
該
家
屋
に
」
を
「
に
は
、
当
該
家
屋
に
」
に
、
「
行

わ
れ
た
日
に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
な
さ
れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
日
に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
あ

つ
た
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
な
さ
れ
た
」
を
「
あ

つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
の

専
有
部
分
」
を
「
に
規
定
す
る
専
有
部
分
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
専
有
部

分
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
一
む
ね
の
建
物
」
を
「
家
屋
」

に
、
「
共
用
部
分
」
を
「
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
用
部
分
（
次
項
及
び
第
六
項
に
お

い
て
「
共
用
部
分
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
し
て
得
ら
れ

る
」
を
「
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
」
に
、
「
天
じ
よ
う
」
を
「
天
井
」
に
、
「
程
度
等
に
」

を
「
程
度
そ
の
他
施
行
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
で
定
め
る
事
項
に
」
に
、
「
著
し
く
」
を
「
著

し
い
」
に
、
「
施
行
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」

に
改
め
、
「
区
分
所
有
者
」
の
下
に
「
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
区
分
所
有
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
つ
て
あ
ん
分
し
て
」
を
「
）
（
第
六
項
に
お
い
て
「
専
有
部
分
の
床
面
積

の
割
合
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
按
分
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ

り
」
に
、
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、
「
が
さ
れ
た
」
を
「
が
あ
つ
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条

第
四
項
の
」
を
削
り
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
「
同
条
第
二
項
の
」
及
び
「
同

法
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
し
て
得
ら
れ
る
」

を
削
り
、
「
に
よ
つ
て
あ
ん
分
し
て
」
を
「
（
居
住
用
超
高
層
建
築
物
に
係
る
共
用
部
分
の
み
の

建
築
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
当
該
居
住
用
超
高
層
建

築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割
合
）
に
よ
り
按
分
し
て
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 
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５ 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る 

 
 

 

建
築
物
で
あ
つ
て
、
複
数
の
階
に
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
を
有
し
、
か
つ
、
当
該 

 
専
有
部
分
の
個
数
が
二
個
以
上
の
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
居
住
用
超
高
層 

 

建
築
物
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
専
有
部
分
の
取
得
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に 

 

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
居
住
用
超
高
層
建
築
物
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関 

 

す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
）
の
価 

 

格
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
専
有
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
専
有
部
分
の
床 

 

面
積
の
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割
合
（
専 

 

有
部
分
の
天
井
の
高
さ
、
附
帯
設
備
の
程
度
そ
の
他
施
行
規
則
第
七
条
の
三
の
二
第
一
項
で
定

め
る
事
項
に
つ
い
て
著
し
い
差
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
違
に
応
じ
て
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
割
合
を
補
正

し
た
割
合
。
た
だ
し
、
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
区
分
所
有
者
の
全
員
が
こ
れ
ら
の
程
度

等
の
差
違
に
応
じ
て
協
議
し
て
定
め
た
補
正
の
方
法
を
知
事
に
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
知
事

が
当
該
補
正
の
方
法
を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
補
正
の
方
法
に
よ
り
当
該
割
合
を
補
正

し
た
割
合
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
按
分
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
価
格
の
家
屋
の

取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。 

 

一 

人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分 

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
（
当
該
専
有
部
分
に
係

る
区
分
所
有
者
が
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定
す
る
一
部
共
用
部
分

（
附
属
の
建
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
床
面
積
を
有
す
る
も
の
を
所
有
す
る
場
合
に
は
、

当
該
一
部
共
用
部
分
の
床
面
積
を
同
法
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り

算
入
し
た
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
全
国
に
お
け
る
居
住
用

超
高
層
建
築
物
の
各
階
ご
と
の
取
引
価
格
の
動
向
を
勘
案
し
て
施
行
規
則
第
七
条
の
三
の
二

第
三
項
に
よ
り
補
正
し
た
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
（
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
区
分

所
有
者
の
全
員
が
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
各
階
ご
と
の
取
引
価
格
を
勘
案
し
て
協
議

し
て
定
め
た
補
正
の
方
法
（
当
該
補
正
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
知
事

に
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
知
事
が
当
該
補
正
の
方
法
を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
補

正
の
方
法
に
よ
り
補
正
し
た
床
面
積
） 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
専
有
部
分 

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積 

第
三
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
特
例
」
の
下
に
「
の
適
用
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
二
条
の
二
の
三
を
第
三
十
二
条
の
二
の
四
と
し
、
第
三
十
二
条
の
二
の
二
を
第
三
十
二 

条
の
二
の
三
と
し
、
第
三
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
） 

第
三
十
二
条
の
二
の
二 

法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
い
ず
れ
も
三
分
の
二
と
す
る
。 
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第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

三
十
二
条
第
八
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
第
八
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
九
項
」
に

改
め
る
。 

第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
対
し
」
を
「
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
控

除
対
象
配
偶
者
又
は
同
項
第
八
号
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
同
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
六
条
第
一
号
中
「
百
分
の
一
・
二
」
の
下
に
「
（
当
該
納
税
義
務
者
が
地
方
自
治
法
第

二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
五
六
）
」
を
、
「
百
分
の
〇
・
六
」
の
下
に
「
（
当

該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
二
八
）
」
を

加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
百
分
の
〇
・
六
」
の
下
に
「
（
当
該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
二
八
）
」
を
、
「
百
分
の
〇
・
三
」
の
下
に
「
（
当

該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
一
四
）
」
を

加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
百
分
の
〇
・
三
」
の
下
に
「
（
当
該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
一
四
）
」
を
、
「
百
分
の
〇
・
一
五
」
の
下
に
「
（
当

該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
〇
・
〇
七
）
」
を

加
え
る
。 

附
則
第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
二
の
二
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
の
三
」
に
改
め

る
。 附

則
第
十
八
条
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
イ
⑵
及
び
第
五
号
ロ
中
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
四
十
」
に
改
め

る
。 附

則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ

ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に

限
る
。
）
」
を
「
次
に
掲
げ
る
自
動
車
」
に
、
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 
 

 

（ ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出 

 
 

 
 

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の 

 
 

 
 

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 

（ ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出 

 
 

 
 

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の 
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一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の 

 
 

 

百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

ロ 
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も 

 
 

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

⑴ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 
 

 

（ ⅰ） 

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出 

 
 

 
 

量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の 

 
 

 
 

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 

（ ⅱ） 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出 

 
 

 
 

量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の 

 
 

 
 

一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の 

 
 

 

百
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
乗
用
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る 

 
 

も
の 

 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量 

 
 

 

が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を 

 
 

 

超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

⑵ 

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量 

 
 

 

が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を 

 
 

 

超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百 

 
 

 

三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
⑵
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ 

 
 

 
 

る
こ
と
。 

 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
イ
⑶
中
「
百
分
の
百
九
十
五
」
を
「
百
分
の
二
百
十
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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二 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自 

 

動
車
に
限
る
。
） 

 
イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸 

 
 

 

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の 

 
 

 

百
九
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る 

 
 

も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸 

 
 

 

化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の 

 
 

 

百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
石
油
ガ
ス
自
動
車 

附
則
第
十
八
条
の
四
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
⑶
中
「
百
分
の
百
三
十
八
」
を
「
百

分
の
百
五
十
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

 

一 

第
三
十
二
条
の
二
の
見
出
し
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
二
条
の
二
の
三
を
第
三
十
二
条
の

二
の
四
と
し
、
第
三
十
二
条
の
二
の
二
を
第
三
十
二
条
の
二
の
三
と
し
、
第
三
十
二
条
の
二

の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則

第
三
項
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
の
改
正
規

定
並
び
に
次
項
の
規
定 

平
成
三
十
年
一
月
一
日 

 

三 

第
三
十
二
条
、
第
三
十
二
条
の
十
一
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
六
項
の
改
正
規
定

並
び
に
附
則
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
及
び
第
十
八
条
の
四
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

四
項
及
び
第
五
項
の
規
定 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 

四 

第
九
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定 

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日 
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（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規

定
中
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
三
十
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に

つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
九
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
条
例
第
三
十
二
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

４ 

改
正
後
の
条
例
第
三
十
二
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以

後
に
新
築
さ
れ
た
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
居
住
用
超
高
層
建
築
物
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
用
部
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
共
用
部
分
」
と
い
う
。
）
と
さ

れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
）
（
同
日
前
に
最
初
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
人
の
居
住
の
用

に
供
す
る
専
有
部
分
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
専
有

部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
専
有
部
分
等

（
専
有
部
分
及
び
共
用
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
平
成
三
十
年
四
月

一
日
以
後
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
九
年
四

月
一
日
前
に
新
築
さ
れ
た
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
二
条
第
四
項
の

一
棟
の
建
物
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分

と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
家
屋
」
と
い
う
。
）
の
専
有

部
分
等
の
取
得
、
同
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た
特
定
家
屋
（
同
日
前
に
最
初
の
売
買
契
約
が
締
結

さ
れ
た
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
専
有
部
分
等
の
取

得
及
び
同
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た
特
定
家
屋
（
同
日
前
に
最
初
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
人

の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
専
有
部
分
等
の
平
成
三
十
年

四
月
一
日
前
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
提
出 
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埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
さ
い
た
ま
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
個

人
の
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
に
つ
い
て
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
負
担
事
務
の
移
譲
に
伴
う
税

源
の
移
譲
の
た
め
引
き
下
げ
る
等
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
七
十
五
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
三
項
中
「
、
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を

加
え
、
「
四
百
三
十
三
円
」
を
「
一
人
に
つ
き
二
百
十
七
円
」
に
改
め
、
「
か
ら
第
五
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
」
を
削
り
、
「
二
百
十
七
円
（
学
校
医
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
六
十
七
円
）
」
を
「
三
百
三
十
四
円
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
及
び
孫
」
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
孫 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
四
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
万
五
千
百
三
十
円
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
三
十
円
」
を
「
五
万
七
千
百
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
を
「
五
万
二
千
五
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二
万
八

千
五
百
二
十
円
」
を
「
二
万
八
千
五
百
六
十
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

六
、
〇
八
三
円 

 
 

七
、
八
四
五
円 

 

九
、
四
九
〇
円 
一
〇
、
七
四
三
円 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
一
三
三
円 

 

六
、
一
一
〇
円 

 

六
、
八
一
五
円 

 
七
、
九
八
〇
円 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一
、
六
〇
八
円 

 

一
二
、
三
五
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
一
三
〇
円 

 

七
、
八
九
三
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
八
七
八
円 

 
 

九
、
三
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 

五
、
一
七
〇
円 

 

六
、
一
四
八
円 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
五
二
〇
円 

一
〇
、
七
六
三
円 

 

一
一
、
六
二
〇
円 

一
二
、
三
六
三
円 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
八
三
八
円 

 

七
、
九
九
五
円 
 

 

八
、
八
八
八
円 

 
 

九
、
三
五
〇
円 

   
 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
三
項
（
次
項
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

公
務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年

金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ

「 

「 
 

」 

 

」 

を 

に
改
め
る
。 

別
表
中 
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い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

３ 
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の

前
日
ま
で
の
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務
災
害
補
償
並
び
に
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金

で
当
該
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
第
二
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
一
号
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
に
該
当
す

る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
四
百
三
十
三
円
を
、
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一

人
に
つ
き
二
百
六
十
七
円
（
学
校
医
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
六
十
七
円
）
を
、
」
と
、
「
を
、
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養

親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
三
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
「
（
学
校
医
等
に
第
一
号
に
該

当
す
る
者
及
び
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に

つ
い
て
は
三
百
六
十
七
円
）
」
と
す
る
。 

４ 

施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務

災
害
補
償
並
び
に
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金

及
び
遺
族
補
償
年
金
で
当
該
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
の
改

正
後
の
第
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
一
号
及
び
」
と
あ
る
の
は

「
第
一
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
三
百
三
十
四
円
を
、
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養

親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
二
百
六
十
七
円
（
学
校
医
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
な
い

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
三
十
四
円
）
を
、
」
と
、
「
を
、
第
二

号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
三
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
「
（
学
校

医
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
及
び
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
円
）
」
と
す
る
。 

５ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き

事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補

償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

６ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

公
務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年

金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ

い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
提
出 
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提 

案 
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由 

 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る
休
業

補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
の
改
定
を
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 


